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1. は じ め に

最近の海洋工学の発達にともなう係留システムの進歩

により,これまでの舶用アンカーと異なって,鉛直に貫

入でき,また,上方に引き抜く力に対して抵抗するアン

カーの開発が望まれている.そういったアンカーの埋設

法の一つとして,飽和砂の液状化を利用する方法が考え

られる.たとえば,パイプの先端から水を噴射させて海

底に貫入させると,噴出流の圧力にようて海底土が液状

化を起こし,このパイプを小さな力で貫入させることが

できる(図1).貫入させたのちに噴出する水を止めれば,

それまで液状化していた海底土が元の状態に戻る.この

現象を利用して,爪型のアンカーのように水平に引くこ

となくアンカーを海底に貫入でき,鉛直方向の引き抜き

に対しても抵抗するアンカーの開発が可能である.

そこで本研究では,このような水噴射型貫入装置の貫

入時に生ずる海底土の液状化領域に着目し,供給水頭と

貫入抵抗との関係を実験によって検討する.また,透水

理論に基づいて,液状化領域を推定し,実験との比較 ･

検討を行う.

図1 水噴射型貫入装置の貫入
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2.水噴射型貫入装置による実験

2.1 実験装置

直径50cm,深さ60cmの土樽に豊浦標準砂を入れ,

上部に水噴射型の貫入装置を取りつけた(図2).噴射口

での水頭を一定に保ち,定速で貫入させ,貫入抵抗と砂

中の過剰間隙水圧を計測した.

噴射 口での水頭 〃Oは0-100cm,貫入速度 Vは

1.0-4.5cm/Sに変化させている.貫入装置の先端形状

は図3,図6中に示す2種類である.図3中のものは,

外径 15mm,内径 13mmの円筒である.図6中の円錐型

の貫入端形状は,直径50mm,頂角 1200で,噴射口は斜

面と直交した8個の5mm卓の孔である.それに続く上

部のパイプは図3のものと同じである.

2.2 円筒型の貫入端による実験

図3に円筒型の貫入端を砂中に貫入させたときの貫入

抵抗を示す.(a)は水を噴射しない場合,(b)は先端で

図2 実験装置の概略
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